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先週末の米株安と本日の国内株安について
米インフレ指標の上振れで金融引き締め加速懸念が再燃

1/1

2022年6月13日

米国のインフレ指標上振れで、FRBによる大幅利上げ思惑も急浮上

先週末6月10日（現地、以下同様）の米国株式市場では、NYダウが▲2.73％、S&P500が▲2.91％、

NASDAQ総合が▲3.52％と、いずれも大きく下落しました。また、週明け6月13日の国内株式市場では、

日経平均株価が▲3.01％、TOPIXが▲2.16％と、こちらも大幅安でした。国内株の下落は米国株の下落を

受けたものであり、米国株は以下のような理由で下落したとみられます。

米国株下落の主因は、FRB（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締め加速懸念でしょう。6月10

日の米国市場では、5月CPI（消費者物価指数）と6月ミシガン大学消費者信頼感が発表されました。CPI

は前月比1.0％で4月から大きく加速するとともに市場予想も上回りました。消費者信頼感は、同調査に含

まれる今後5-10年間のインフレ見通しが3.3％と2008年以来の高水準になりました。最近の金融市場では、

インフレが近々ピークアウトするとの見方が広がり始めていましたが、これらの指標はそのような見方に

冷や水を浴びせるものでした。その結果、市場では0.75％ポイントの大幅利上げの思惑も急浮上し、2年

国債利回りは2008年以来の3％台をつけるなど金利が上昇しました。株式市場では、大幅な金利上昇や、

それによる景気腰折れ懸念などが意識され、リスク回避姿勢が強まったようです。

当面の株式市場は、6月14-15日のFOMC（米国連邦公開市場委員会）や、その後のFRB高官の発言、お

よびインフレ関連指標の動向を注視しつつ、神経質な展開となりそうです。

（出所）ブルームバーグ

（2022年1月初～2022年6月10日）

米国債利回り日米主要株価指数

（出所）ブルームバーグ

※米国株価指数は6月10日まで ※現地通貨ベース

（2022年1月初～2022年6月13日）（起点=100） （％）
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